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10 月 25 日(火)、遠野馬の里

で開催された乗用馬市場に計

19 頭(2 歳馬 7 頭、1 歳馬 12

頭)が上場され、16 頭が落札

されました。2 歳馬の最高値

は 200 万円、1 歳馬にも人気

が集まり、最高値が 145 万円

という盛況なセリでした。 

 第 49回遠野市乗用馬市場は堀切良明場長騎乗の 2歳馬からスタート 

〇いろいろな力が集結！  

 

高齢化による生産者の減少や人事の交代などかつてない変動

の中で開催された今年の乗用馬市場。いろいろな問題があり

ました。けれども遠野馬の里・堀切良明新場長のもと、女性

スタッフの佐々木彩乃さんがオークションライダーとしてデ

ビューし、競走馬部門からも外部厩舎スタッフが応援に駆け

付けました。そして遠野市役所の職員はもちろんのこと、県

立遠野緑峰高校馬事文化研究会の部員 13 名が会場整備やプレ

ゼンターを務めるなど大きな役割を果たしました。また遠野 オークションライダーとしてデビューした佐々木彩乃さん 

 

産馬のオーナーやファンが集う「馬屋繁昌」のメンバーもボ

ランティアで手伝いました。例年より多い購買希望者が訪れ

たこともあり、多くの人の力が集結して盛り上がったセリで

した。「生産者の後継者問題など課題は多いが、いろいろな

変化にできるだけ対応しながら生産頭数の維持をしていきた

い。」と乗用馬生産組合長の佐々木盛友さんは話します。来

年、遠野市乗用馬市場は 50 周年を迎えます。 

緑峰高校馬事文化研究会の皆さん  

セリ前日の 24 日(月)には、遠野市乗用馬生産組合主催による 1 歳馬管

理共励会が行われ、菊池頼安さんが生産したロサライアン 8（父 CRN エ

ンデバー、母ロサリンダ）が 1 等賞に輝きました。菊池頼安さんは昨年

のココシャネル 2020 に続いて 2 年連続の 1等賞受賞となりました。 

写真右：菊池頼安さんとロサライアン 8 
 

 


